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非常用食料品の購入

Q:当社は、この度、地震、水害等の災害

に備え非常用食料としてフリーズドライ食品

を購入しました。この食品は、酸素を除去し

缶詰にしたもので、品質保証期間は20年と

されています。

この非常用食料品の購入費用は、減価償却

資産として資産計上することになりますか。

A.:購入時に全額損金の額に算入できます。

【解説】

減価償却資産とは、棚卸資産、有価証券及

び繰延資産以外の資産で、用役を長期間にわ

たって提供しながら時の経過や使用のために

徐々にその機能及び価値が減少していくもの

をいいます。

ところで、非常用食料品は、災害時に備え

て備蓄するもので、原則としてその災害が発

生するまで又は品質保証期間中保存されるも

のですが、減価償却資産の範囲には含まれず、

その物質的性質からみて、一種の消耗品と認

められます。

消耗品は、使用を開始した時をもって消耗

品費として費用化され、貯蔵中のもので期末

に未使用のものは棚卸資産として資産に計上

することになりますが、非常用食料品の場合、

非常時に備え所定の場所に配備することに意

義があるものですから、配備した時に消費し

たと考えるのが合理的です。

したがって、非常用食料品の購入費用は、

その非常用食料品を所定の場所に配備した日

を含む事業年度の損金の額に算入することが

できるものと思われます。
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